
■
ス
ポ
ー
ツ
・
ア
ス
リ
ー
ト

「
ゴ
ル
フ
場
の
現
状
（
過
去

か
ら
）
未
来
、
環
境
破
壊
」

ゴ
ル
フ
場
の
建
設
は
環

境
に
悪
い
と
い
う
印
象
が

つ
き
ま
と
う
が
、
農
薬
使
用
に
は
一

定
の
基
準
が
あ
り
、
森
林
に
つ
い
て

も
一
定
の
比
率
残
す
規
則
が
あ
る
。

ま
た
、
ゴ
ル
フ
場
跡
地
を
キ
ャ
ン
プ

地
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
用
地
に
転
用

し

て

い

る

例
も
あ
る
。

ゴ

ル

フ

人

口

の

減

少

に

つ

い

て

（
上
写
真
）

も

心

配

さ

れ

る

が

、

プ

レ

ー

時

間

の

短

縮

な
ど
の
対
策
を
示
し
た
。

■
グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー

「
飢
餓
を
ゼ
ロ
に
」

世
界
で
は
10
人
に
１
人
が
飢
餓
状

態
に
あ
る
。
清
潔
な
水
の
確
保
、
食

糧
不
足
、
病
院
に
行
け
な
い
、
労
働

需
要
の
減
少
と
い
う
課
題
を
提
示
し
、

啓
蒙
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
フ
ー

ド
バ
ン
ク
な
ど
の
解
決
策
を
示
し
た
。

■
サ
イ
エ
ン
ス

「
海
洋
生
物
の

粘
液
の
応
用
」

ヌ
タ
ウ
ナ
ギ

が

ム

チ
ン

と

い

う

粘
液

を

出

す

こ

と

（

上

写
真

）

に
注
目
し
、
水
中
接
着
剤
、
手
術
用

接
着
剤
へ
の
応
用
を
考
え
た
。

■
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

「
外
国
人
マ
ナ
ー
問
題
」特

に
ゴ
ミ
の

ポ
イ
捨
て
に
注

目
し
、
ア
ン
ケ
ー

ト
式
ゴ
ミ
箱
の

設
置
を
提
案
し

た
。
こ
れ
は
消

費
者
の
意
見
を

知
り
、
ゴ
ミ
の

リ
サ
イ
ク
ル
が
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
こ
れ
を
企
業
で
は
な
く
、

学
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
で
き

な
い
か
を
提
案
し
た
。

（
上
写
真
は
イ
ギ
リ
ス
の
例
）

■
フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン

「
新
し
い
味
覚
を
求
め
て
～
燻
製
と

ス
イ
ー
ツ
～
」

コ
ス
ト
を
か

け
ず
、
ア
レ
ル

ギ
ー
対
策
を
し
、

S
D
G
ｓ
に
配

慮
し
た
ス
イ
ー

ツ
を
作
ろ
う
と

試
み
た
。
先
生

方
に
試
作
品
を
食
べ
て
も
ら
い
、
感

想
を
聞
い
た
が
、
ス
イ
ー
ツ
に
燻
製

は
合
わ
な
い
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

（
写
真
は
燻
製
フ
ル
ー
ツ
を
ト
ッ
ピ

ン
グ
し
た
タ
ル
ト
）

■
医
療
・
福
祉

「
献
血
者
を
増
や
す
に
は
」

高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、
若
者
の

献
血
車
の
数
が
減
り
つ
つ
あ
る
。
血

液
は
人
工
的
に
造
る
こ
と
が
で
き
ず
、

長
期
保
存
も
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

癌
患
者
の
治
療
の
た
め
常
に
新
た
な

供
給
が
求
め
ら
れ
る
。
献
血
の
メ
リ
ッ

ト
、
場
所
な
ど
を
示
し
、
献
血
に
行

く
こ
と
を
促
し
た
。
。

【
講
評
】
柴
田
健
一
教
頭

行
動
を
検
証
し
新
た
な
課
題
を

関
心
を
持
つ
分
野
の
課
題
を
示
し
、

行
動
を
提
起
し
て
も
ら
っ
た
。
次
は

行
動
を
検
証
し
、
新
た
な
課
題
を
見

つ
け
る
と
い
う
ら
せ
ん
状
の
流
れ
を

作
っ
て
い
け
る
と
い
い
。
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決
勝
の
９
回
裏
に
は
最
後
ま
で
諦

め
ず
、
必
死
に
点
を
取
り
に
い
く
選

手
の
姿
が
あ
っ
た
。
吹
奏
楽
部
を
は

じ
め
、
大
勢
の
関
係
者
が
ス
タ
ン
ド

で
声
を
か
ら
し
て
応
援
し
て
い
た
。

金
山
主
将
は
「
初
戦
の
潮
陵
戦
は

緊
張
感
が
高
く
、
思
う
よ
う
に
プ
レ
ー

で
き
ず
、
僅
差
で
の
勝
利
と
な
っ
た
。

準
決
勝
の

桜
陽
戦
は
初

戦
の
反
省
を

生
か
し
、
力

を
十
分
発
揮

す
る
こ
と
が

で
き
た
。
」

大
量
得
点
し
、

５
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
と
な
っ
た
。

「
決
勝
は
互
い
に
我
慢
比
べ
と
な
っ

た
。
最
少
失
点
で
は
抑
え
ら
れ
た
が
、

打
線
が
う
ま
く
機
能
し
な
か
っ
た
。

自
分
た
ち
が
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た

こ
と
は
発
揮
で
き
た
と
思
い
ま
す
が
、

チ
ー
ム
の
徹
底
力
や
気
迫
の
面
で
北

照
が
一
枚
上
だ
っ
た
」
と
語
っ
た
。

「
３
年
生
９
名
は
２
年
生
の
力
を
借

り
て
戦
っ
て
き
た
。
１
年
生
を
含
め
、

後
輩
た
ち
は
良
い
選
手
が
揃
っ
て
い

る
の
で
、
今
後
に
期
待
し
て
い
る
。

技
術
は
も
ち
ろ
ん
大
切
だ
が
、
チ
ー

ム
の
雰
囲
気
や
結
束
力
を
重
視
し
て
、

良
い
チ
ー
ム
を
作
っ
て
ほ
し
い
」
と

語
っ
た
。

金山准大 主将（3-4）

決
勝
で
北
照
に
惜
敗

後
輩
に
思
い
を
託
す

●２回戦

小樽双葉３-１小樽潮陵

（投）中屋-（捕）松宮

２塁打 中屋（７回）

前田（７回）

●準決勝

小樽双葉12-０小樽桜陽

５回コールド

（投）佐藤・髙橋（４回）

石井（５回）（捕）松宮
本塁打 金山（１回）

３塁打 増井（３回）

２塁打 神（２回）

松宮（２回・３回）

金山（２回）

●決勝

小樽双葉１-６北照

（投）佐藤・中屋（６回）

（捕）松宮

７
月
２
日
、
第
１
０
５
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
記
念
大
会
南
北
海

道
大
会
小
樽
支
部
予
選
大
会
決
勝
が
行
わ
れ
、
本
校
は
北
照
と
対
戦
し
、
１-

６
で
敗
れ
た
。
引
退
す
る
金
山
准
大
主
将
に
振
り
返
っ
て
も
ら
っ
た
。

課
題
に
解
決
策
を
提
案

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は

「
総
合
的
な
探
求
の
時
間
」
で
は
２
年
生
か
ら
「
体
験
型
ド
リ
ー

ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
成
果
を
３
年
生
が

「
ド
リ
ー
ム
ゼ
ミ
」
で
ま
と
め
、
全
校
生
徒
に
発
表
す
る
機
会
を

７
月
10
日
に
設
け
た
。
６
つ
の
ゼ
ミ
が
課
題
を
示
し
、
そ
れ
に
対

す
る
具
体
的
な
解
決
策
を
提
案
し
た
。


